
野川第一・第二調節池地区自然再生協議会について 

◆ 趣旨 

 かつて小金井市の野川沿いは、田んぼが広がり国分寺崖線の湧水や森林等により、

湿地や植生帯など多様な自然環境が広がっていた。現状では、沿川の市街化や土地

利用の変化により自然環境の多様性は大きく損なわれている。 

このため東京都は、上記のような状況にある野川第一、第二調節池及びその周辺

の野川において、かつての多様な自然環境を再生するとともに環境学習の場として

活用することを目的に、自然再生推進法に基づく「野川第一・第二調節池地区自然

再生協議会」を設置し、河川環境の再生を図る。 

この自然協議会では、当該地区の自然再生の全体的な方向性を定める「自然再生

全体構想」を作成するとともに、実施者が作成する具体的な事業の実施計画の案に

ついて協議を行い、事業の実施及び維持管理に係わる連絡調整を行う。 

 

◆ 協議会構成員 

都民委員 ３０名 （公募により決定） 

団体委員 １９名 （ＮＰＯ、市民団体の代表） 

行政委員  ７機関（都及び小金井市） 

学識経験者 ２名            合計 ５８名 

 

◆ これまでの取り組み 

○協議会の開催 

  平成１７年３月２８日第１回協議会を開催し、以降平成１８年１２月１２日ま

で計１３回の協議会を開催した。 

○自然再生全体構想の作成 

平成１７年１１月１６日第５回協議会から具体的検討に入り、平成１８年９月

１３日第１２回協議会において参加委員全員の合意により作成された。 

○自然再生実施計画書の協議 

平成１８年３月２９日第９回協議会から具体的検討に入り、平成１８年９月１

３日第１２回協議会において、図表や文章の修正を前提に合意した。実施者が修

正したのち、平成１８年１０月１６日作成された。 

○維持管理に係わる連絡調整 

平成１８年１２月１２日第１３回協議会において、維持管理の内容や管理運営

団体の立ち上げについて連絡調整を行った。 
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野川第一調節池（東側） 野川第二調節池 野川（小金井新橋下流）  



蒲生
が も う

干潟自然再生協議会について 

 
◆蒲生干潟は、仙台市東部の仙台港の南側に位置した二級河川七北田川河川区域内の  

延長860m、幅250m、水面積13haの小さな潟湖であり、干潟の面積は約５haである。現

在の干潟の姿は、仙台港の整備や河川の改修工事によって人為的に形成されたもの。 

淡水と海水が混じる汽水域で、鳥類、底生動物、魚類等多様な生物を育む重要な生態系

となっている。また、重要な渡り鳥の中継地、繁殖地及び越冬地であり、コクガン（国

指定天然記念物、絶滅危惧Ⅱ類）の越冬地としても貴重である。 

◆干潟周辺地域の開発、レジャー、マリンスポーツ等の人為的な干渉が増加。また、導

流堤の老朽化による蒲生干潟の塩分濃度上昇・浅底化や干潟の露出面積の減少などによ

り、自然環境に影響が出てきており、渡り鳥を頂点とする生態系にとって良好な自然環

境への復元と人為影響の回避を図る対策を講ずることが緊要となっている。 

◆平成14年度から、自然生態系の保全・再生に向けた計画策定のための調査を実施。 

◆平成17年6月に自然再生推進法に基づく「蒲生干潟自然再生協議会」を設立。

（シギ・チドリ類などの渡り鳥の飛来地であり、また底生動物の宝庫である貴重な干潟

環境の保全・再生を検討。） 

◆平成18年9月には、「蒲生干潟自然再生全体構想」が作成された。 

 

○ 第１回自然再生協議会（平成17年6月19日） 

・ 協議会の設立 

・ 協議会の進め方について協議 

○第２回～第５回自然再生協議会（平成 17 年 8 月 28 日、11 月 20 日、平成 18 年 2 月

12日、6月18日）） 

・ 全体構想（案）の協議 

○ 第６回自然再生協議会（平成18年9月16日） 

・ 全体構想（案）の協議、了承 

○ 蒲生干潟自然再生全体構想 作成（平成18年9月） 

○ 第７回自然再生協議会（平成19年2月17日） 

 ・ 事業実施計画（案）の協議 

 



「蒲生
が も う

干潟自然再生全体構想」の概要 
 

◆自然再生の対象となる区域 

 国指定仙台海浜鳥獣保護区蒲生特別保護地区（48ha）及び、干潟北部に隣接

する宮城県企業局所有のため池（4.4ha）、宮城県土木部が管理する緩衝緑地

（5.4ha）である。これらの区域を一体的な機能としてとらえ、合計 58ha を自

然再生の対象とする区域とする。 
 

◆自然再生の目標 

 特徴的かつ生態系の上位である渡り鳥（シギ・チドリ類、コアジサシ、コク

ガン）にとって渡来の中継地である良好な湿地環境を保全し、これ以上の生態

系の劣化を防止し、さらに現状の改善に資するよう干潟の適正な空間利用（持

続可能な利用）を図り、環境保全活動・環境教育を通して生きた自然に接する

ことができる場、多様な主体が交流する場、情報を共有する場を創出すること

とする。 

・多様な生物を育む干潟の保全、復元 

・湿地を維持する水循環の再生 

・砂浜環境の保全・回復 

・環境保全活動・環境教育の推進および各主体の交流する場の創出 

 

◆自然再生協議会の構成員 

専門家 9、個人 2、団体 8、 

関係地方公共団体 4、関係行政機関 3 

合計 26(個人･団体) ※平成 19年 3 月現在 



蒲生干潟自然再生協議会
がもう

導流堤の老朽化による
砂、海水の流入

澪筋の消失

自然再生の対象となる区域 （全体構想案より）

シギ・チドリ類の個体数減少

1975年　干潟面積6.7ｈａ

2000年　干潟面積2.6ｈａ

越波等による砂の侵入で
干潟面積が大幅に減少


